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リ ン 蓄積細 菌 NM−1株 の 羞 質 蓄 積特 性
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1 ．目的 　活 性 汚 泥 よ り単離 さ れ た リ ン 蓄 積 細 菌 NM−1株 は、嫌 気 ／ 好 気 条 件 下 で 明確 な リ

ン 放 出 ／取 り込 み 活 性 を示 す
ー
こ と か ら、生 物 学 的 リ ン 除 去 に お け る 重 要 な細 菌群 の 中 の

種 で あ る と 推 定 さ れ て い る
1 ，

。 本菌株 は また、好 気 条件 下 で 糖 類等 の 基 質 を 添 加 す る と、
増 殖 速 度 が 小 さ い に も か か わ ら ず、添 加 した 基 質 を急速 に 取 り込 む 能 力 を 持 っ て い る

。 そ

こ で 、混 合 微生 物系 に お け る こ の よ う な 増殖 速 度 の 小 さ い 細 菌 の 優 占性 を検 討 す る た め の

基 礎 的 知 見 を 得 る こ と を 目的 と し て 、各種 基 質 の 取 り込 み 蓄積能 に つ い て 検討 を行 っ た 。
2 ．方 法　合成 培 地 で 培養 し た M −1株 を粟 菌

・
洗 浄 し た 後実験 に 使 用 し た。 こ の 蓖体 を 蒸

留 水 に 懸 濁 し、 通気 条 件 下 で 各種 羞質 の み を添 加 し、上 清 の 基質 膿 度 の 変化 を 調べ た。基

質 と して 糖 質 を添加 し た 場合 は フ ェ ノ ー ル ・硫 酸 法 で 、そ れ 以外 の 基質 に つ い て
．
は TOC ア

ナ ラ イ ザ ーで 定量 を 行 っ た 。 また 蘆体 内 蓄 積多糖 に つ い て は、 ア ル カ リ抽 出 し た 後 加 水 分
解 し、HPLC に て 構成糖 の 同 定 ・

定 巌 を行 っ た 。

3 ．結 果 　NM−1株 の 集 菌 ・洗 浄 菌体 は 、生 育 に 利用 さ れ る 基 質 の 多 く を 姙気条件下 で 急 速

に 取 り込 み 、多 糖 と し て 蓄積 す る こ と が 明 ら か と な O た。六 炭糖 あ る い は 六炭 糖の オ リゴ

マ ーの 多 く が 急 速 に 取 り込 まれ た 。 ま た 五 炭糖 の キ シ u 一
ス は生 創 二は 良 く翆1用 さ れ た が 、

洗 浄 菌体 に は 取 り込 ま れ な か っ た 。 添 加 す る 糖 の 種 類 を 考 え て も蓄 積 さ れ る多糖 は い ずれ

も 同
一

の グ リ コ
ー

ゲ ン 様 多糖 で あ っ た 。 Acinetobacter
， 旦．麒 な ど の

一
般 的 な分 離 細 菌

は こ の よ う な特 性 を示 さ な か っ た 。
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メ タ ン 醗 酵 （UASB 法） に よ る リ ン 酸除 去 の 試 み

（広 島大 ・
工 ・醗 酵〉○西 尾 尚道　常 　勇進　永井史郎

［目的 ］ 廃 ・拠 躑 ま・好気性活 性汚泥法 eこ よ り COD 、
　 BOD の 除去を 行 い 、＿SUIさ ら

に 水域 の 富犠 イゆ 根 源 とな 確 素・ リ ン を 駐 す る た め 脱 窒 、 脱 リ ン を行 。 て V・ る． 脱
窒 は 主 と し て 生 物法が 用 い られ て い る が 、脱 リ ・ は鰈 沈 澱 法が一躑 勺で あ る e　

．．JEi、近
年 メ タ ン 醗 酵 が エ ネ ル ギ ー

再生 法 と し て 見 直 さ れ 、 高速 メ タ ン 醗酵が 開発 さ れ っ っ あ る 。

こ の メ タ ン 醗酵 系に 脱 リ ン 機能 を組 み 入れ る こ とが 司能 と な れ ば、 BOD 、 COD 除去、
エ ネ ル ギ ー画収 と 併 せ て 有効嶼 理 と な る ・そ こ で 、本研究 で は 、 UASB 法 メ タ ン 瓣
に よ る リ ン 酸除去を 試み た 。

［方法 ］　 顆粒状汚泥 を余 剰汚泥熱処理 分 離 液 （平均的 成分 ： pH 、 5 ，5 ； CODcr 、
10 ・630mg 〆1 ； VFA ・ 1 ，50 。 mg ／1 ； T − N 、 950mg ／1 ； PO ，

− P 、

16mg ／1 ） に 馴 養 し実験 に 供 し た 。 UASB リア ク タ
ー

（実容量 200m1 ）は COD
負荷 34gCOD ／1 ／d 、滞留時間 7 時間の 高速 ・高負荷条件下 で 行 っ た 。

［結 果 ］　 リ ン 酸除去 は ア リ カ 1丿 pH 下 で 促 進 され る の で 、先 ず 、 メ タ ン 醗 酵 へ の pH の

影 響 を検討 した 。 流 入 液最適 pH7 ．5 （NaOH で 調整） で メ タ ン 生成速度 0 ．3mo1
／t ／d ・ COD 除去率 70 ％ を得 た ・ しカ・ し、 こ の 融 リ

・
ン 酸 は 除 去 さ れ な か っ た 。 そ こ

で 、 Ca （OH ） 、 で pH を 7 ．5 に 調整す る と共に Ca を添加 し た （2 ．5mM ） 。 そあ結
果 、流入 リ ン 酸 濃 度は 0 ．5mM か ら流 出0 ．3mM に 低下 し た （40 ％ 除去 率 〉。 さ ら に

Mg 〈4mM ）を 添加 す る と出ロ リ ン 酸 は 0 ．1mM に 低 下 し （80 ％除去率） 、 UASB1
メ タ ン 醗 酵で リ ン 酸が除去 で き る 可能性を 示 唆 した 。
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